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研究成果の概要：文部省による戦時下最大の学界再編・組織化の試みであった日本諸学振興委

員会の組織と活動について以下の事項の解明を行った。①成立過程から廃止過程までの変遷。

②日本諸学振興委員会の各学会の委員・研究発表者の組織化・動員の具体的過程。③戦時下か

ら戦後改革期にかけての教育学をはじめとする、人文科学・社会科学の学界の再編状況と、そ

の状況における日本諸学振興委員会各学会の位置づけ。 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 1,900,000 570,000 2,470,000 

2008 年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

 

 

研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：教育学・教育学 

キーワード：日本諸学振興委員会、教学局 

 
１．研究開始当初の背景 
(1)研究開始当初、教育史研究や歴史学研究
において 1930 年代～40 年代の高等教育史研
究、そして、戦時下日本における思想統制や
学問・言説についての研究関心が高まりつつ
ある状況であった。 
 
(2)日本諸学振興委員会に焦点化した先行研
究としては、本研究グループが 1990 年代前
半までの時点で発見されていた資料を用い
た研究成果があるのみであり、その後の 20
年間に発見された資料や利用可能となった
資料を用いた研究は進められていなかった。 

 
２．研究の目的 
(1)日本諸学振興委員会の成立から廃止に至
るまでの過程を明らかにし、日本諸学振興委
員会の組織と学会開催等の活動とその変遷
についての全容を解明すること。 
 
(2)日本諸学振興委員会の教育学会をはじめ
とする各学会の委員、研究発表者の人的構成
を明らかにするとともに、発表内容の分析を
行い、学会ごとの内容的特質とその時期的変
遷を明らかにすること。 
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(3)日本諸学振興委員会と戦後の文部省人文
科学委員会の連続と非連続について検討す
ること。 
 
(4)以上の日本諸学振興委員会の組織と活動
の解明を通して、戦時下における人文科学・
社会科学の再編過程を明らかにするととも
に、とりわけ教育学の再編過程を、具体的な
教育学説の展開に即して解明すること。 
 
３．研究の方法 
(1)日本諸学振興委員会の組織と人事の変遷
を、『官報』、『文部時報』、国立公文書館教学
局関係史料、教学局関係者が残した文書など
によって明らかにする。 
 
(2)日本諸学振興委員会で開催された教育学
会などの各学会について、各学会委員や研究
発表者の情報をデータベース化する。 
 
(3) (2)によって、学会ごとの研究者の組織
化・協力関係のあり方の相違を調査・分析す
る。 
 
(4)日本諸学振興委員会の発表者・参加者決
定過程の解明のため、大学に残された文部省
と大学の往復文書を調査する。 
 
(5)日本諸学振興委員会が開催されていた時
期の、全般的な高等教育機関における教育や
学問をめぐる状況とその変化を捉えるため、
『帝国大学新聞』などの大学新聞、一般新聞、
綜合雑誌の記事や各学会誌の彙報欄などの
収集、分析を行う。 
 
４．研究成果 
 
(1)1930年代半ばから1945年の敗戦までの時
期における、高等教育機関の教員に対する教
育と学問統制、さらには教育と学問の再編成
のあり方について、その中心的な装置として
設置されたと考えられる日本諸学振興委員
会の組織と活動全般について、以下の諸点の
解明を行うことができた。 
 
①� 日本諸学振興委員会の成立過程： 
成立に至る背景としての、天皇機関説事 
件と、「教学刷新」諸施策による思想統制・
学問統制の強化の動きについて明らかに
した。思想局を中心として 1935 年に高等
教育機関での「憲法学」講義担当者調査が
実施され、天皇機関説への弾圧が行われた
が、この過程で、学問統制、そして「教学
刷新」のための施策として、文部省が日本
諸学振興委員会を設置したことを明らか
にした。 

 

②教学局の活動の中での日本諸学振興委員
会の位置づけ： 
特に国民精神文化研究所と日本諸学振興
委員会の関係に着目して検討作業を進め、
国民精神文化研究所刊行の機関誌や要項
などの資料によって、日本諸学振興委員会
と国民精神文化研究所の組織と事業の相
違、人的つながりと緊張関係などについて
の考察を進めた。さらに、国民精神文化研
究所創設のキーパーソンとなった、教育学
者吉田熊次の教学刷新構想についての分
析・考察を行った。 

 
③日本諸学振興委員会学会開催・運営に関わ 
る高等教育機関教員著書・論文調査の実施 
状況： 
本研究では、日本諸学振興委員会学会の 
開催・運営の参考にするという名目で、 
1939 年から 1943 年頃まで、高等教育機関 
教員を対象とした、分野ごとの著書・論文 
調査が実施されたことを明らかにした。 

 また、このような調査が高等教育機関教員 
にもたらした影響について考察を行った。 

 
④日本諸学振興委員会の最後期： 
 本研究グループによる 1990 年代前半の研
究では、日本諸学振興委員会がいつまで実
施されていたのかは不明であり、特に 1945
年度に実施されたか否かがわかっていな
かった。今回の本研究を通して、1945 年度
にも日本諸学振興委員会が実施されてい
たことが判明した。 

 
(2)日本諸学振興委員会の各学会（教育学、
哲学、国語国文学、歴史学、法学、経済学、
芸術学、自然科学、地理学）について、その
研究発表の内容も踏まえて以下の解明・検討
を行うことができた。 
 
①それぞれの学会の開催状況・開催形態、研
究発表主題、研究発表者、参加者、傍聴者
の解明。 

 開催状況・開催形態、研究主題については、
『官報』、大学アーカイブズ所蔵の文部省
との往復文書（主に東京大学史史料室、関
西学院学院史編纂室所蔵の往復文書の調
査から判明）などによってほぼすべての開
催学会について明らかにすることができ
た。 
研究発表者については各学会の研究報告
集などによっても明らかであったが、参加
者、傍聴者については、「学会要項」に参
加者、傍聴者名簿が出ている時期のものし
か判明しなかった。しかし、これらの「学
会要項」を各学会可能な限り収集し、参加
者、傍聴者などのオーディエンスの分析を
前進させることができた。 



 

 

 
②日本諸学振興委員会各学会の委員（常任委 

員・臨時委員・専門委員）構成、研究発表 
者・参加者の構成の解明とともに、各学会 
の委員、研究発表者について、所属、出身 
大学、専門分野、委員着任時・発表時年齢 
などに関するデータベース化を行った。 

 
③わずかではあるが、研究発表者の推薦・選

定過程を示す資料を発見し、各学会の委員
がどのように研究発表者の候補者を推薦
し、選定していたのか、その過程を初めて
解明することができた。 

 
④日本諸学振興委員会と大学との往復文書

を調査し、その中での各学会の委員の委嘱、
研究発表者の出張要請、参加者の募集を示
す資料を収集し、分析を行った。 

 
⑤わずかではあるが、東京以外の開催地で学

会を開催した際の、会場校と教学局（日本
諸学振興委員会）との往復書類を発見し、
具体的な学会開催の準備状況が判明した。 

 
⑥刊行されている限りの、それぞれの学会の

研究報告集（研究発表の速記録）や公開講
演集を収集し、それぞれの学会の各回にお
ける研究発表について可能な限りすべて
内容分析を行った。 

 
(3)上記(2)②、(2)⑤の各学会における委員
や研究発表者の構成、研究発表内容の分析を
通して以下のことを明らかにした。 
 
① それぞれの学会において、研究発表の内

容がどのように推移したのか、回ごとの
発表の特徴・傾向と、その変遷に関する
分析を行った。 
とりわけ、日本諸学振興委員会が始まっ
た当初の「日本精神」という研究主題が、 
アジア・太平洋戦争開戦後の「大東亜建
設」という研究主題に変化した時に、個
別の学会の研究発表においてでどのよう
な特徴・傾向の変化が見られたのか否か
に着目し、それぞれ明らかにした。 

 
② 日本諸学振興委員会の各学会が、当時の

各学問分野の学界に、どれだけの影響力
をもっていたのか、その学界のどれだけ
のメンバーをどの範囲で集めていたのか
という点について、日本諸学振興委員会
のそれぞれの学会の分析を通して検討し
た。この検討にあたっては、各学問分野
について、日本諸学振興委員会以外の学
界組織化の状況なども調べ、その組織化
状況と日本諸学振興委員会の組織化の状
況との比較も行った。 

   
③ 上記②の作業を行った上で、それぞれの

日本諸学振興委員会各学会の組織化のあ
り方の相違について、比較検討を行った。
例えば、国語国文学会では、その学界の
殆ど主要なメンバーが委員となっていた
ことを明らかにし、法学会では、その学
界の一部のメンバーのみが委員や研究発
表者となっていたということを明らかに
したが、その上で、そうした学会組織化
状況の違いが生じていた背景について検
討を行った。 

 
④ 限られた数ではあるが、各学会の開催状

況を伝える、参加者の研究発表に対する
感想・手記なども見つけることができ、
開催された学会の実際の解明作業を進め
ることができた。 

 

(4)各学会の分析の中でも、とりわけ教育学
会の分析について、以下の諸点について研究
を進めることができた。 
 
① 戦時下における教育学の教育研究の場と

学問動向の変化について、帝国大学、東
京/広島文理科大学、高等師範学校、師範
学校、私立大学など、それぞれでどのよ
うな共通性、相違があったのかを明らか
にした。 

 
② 何人かの代表的な教育学者（戦前から戦

後にかけて教育学にも大きな影響力をも
った学者）に着目して、その人物の日本
諸学振興委員会教育学会との関わり方、
戦時下におけるその人物の教育学説のあ
り方について明らかにした。 
また、その人物たちの教育学説が、戦後
にどのように変化したのか、あるいは変
化しなかったのかという点についての考
察を行った。 

 
(5)大学アーカイブズ所蔵の文部省との往復
文書の調査を行い、東京大学大学史史料室、
関西学院学院史編纂室所蔵の文書を中心に、
データベース化を行い、高等教育機関側から
見た、日本諸学振興委員会をはじめとする教
学局の活動（教職員調査など、思想・教育・
研究活動の統制・監視の実施や、日本文化講
義、日本文化教官研究講習会、日本諸学振興
委員会など、教育・研究に関する再編成諸施
策）の具体的な諸相を明らかにすることがで
きた。 
 
(6)日本諸学振興委員会廃止後の動向につい
て、戦後、日本諸学振興委員会各学会委員と
相当数の重複メンバーから構成された人文
科学研究員会が、文部省内に設置されたこと



 

 

に着目し、日本諸学振興委員会と人文科学研
究委員会の組織と活動の共通性と相違につ
いて検討をおこなった。 
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